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は じ め に

医療の質向上を目指して，品質管理（Quality Management：QM）の考え方を導入する医
療機関が増加している．しかし，QMの考え方や手法を理解し，系統的に展開している医療
機関は少ない．QMは産業界の手法であり，医療には適合できないと考える人が多いからであ
る．
筆者らが，医療に QMや総合的質経営（Total Quality Management：TQM）を展開して
約 25年が経過した．当初の“質向上”，“質管理”の主題では，理解を得られなかった．しか
し，“質向上”，“質管理”に基づいた“医療の安全確保”を前面に打ち出してから，研修会，
講習会への参加者数も増加した．その後，医療法改正で医療の安全確保の義務化，医療事故調
査制度が施行され，事故の原因究明と再発防止を規定したことも要因であろう．
医療安全管理者養成課程講習会で，RCA・FMEAの演習を実施しているが，参加者から難

しい，大変だという感想を聞く．その要因を分析したところ，RCA・FMEAの理解が困難，
作業が大変ということではなく，“根本原因”は，自分たちが実施している業務をよく理解し
ていないことであった．“よく理解していない”とは，支障なく業務を遂行しているにもかか
わらず，業務の目的・機能とそれを達成する合理的手段を理解していない，認識していない，
意識していないという意味である．
業務は，一定の目的・機能・働きを達成するために，経営資源を使って，顧客要求に応える

一連の作業である．一連とは，複合作業の集積であり，経営資源（人・物・金・時間・情報）
の流れがあるということである．
病院では，単独・個人ではなく，多職種が多部署で並行して業務を遂行する．したがって，

経営資源（人・物・金・時間・情報）の引き継ぎ，連携が必須である．
複雑な業務になればなるほど，不具合が生じやすく，不具合が潜在化し，その不具合の発生

を検知しにくく，大きな悪影響を生じやすい．
一方，物の不具合は形態に表れ，見えることが多く，検知しやすい．しかし，そのほかの経

営資源は目に見えにくいので，不具合の検知が困難である．
業務工程（フロー）を明確に記述し，標準化し，業務フロー図として見える化することによ

り，多職種が多部署で協働作業を円滑に行える．業務フロー図に始まり，業務フロー図に終わ
るという意味はこのことである．

本書第 1版は，筆者が練馬総合病院において実施し開発した業務フロー図作成の考え方と
手法を，全日本病院協会が実施している医療安全管理者養成課程講習会と，以下の厚生労働省
研究事業および推進事業等で業務フロー図を利用した結果を参考に構成したものである．

1. 厚生労働科学研究補助金地域医療基盤開発推進研究事業（厚生科研費研究）「電子カルテ
導入における標準的な業務フローモデルに関する研究」（2003・2004年度）

2. 厚生科研費研究「医療情報システムを基盤とした業務フローモデルによる医療の質と安全
性の評価に関する研究」（2005・2006年度）

3. 厚生科研費研究「手術室における多職種間の連携を担保する業務プロセスの再構築による
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リスク軽減と評価方法の確立と質保証に基づく安全確保に関する研究」（2009・2010年
度）

4. 厚生労働省「医療の質の評価・公表等推進事業」（2010，2012，2013，2014年度）
5. 厚生科研費研究「医療事故発生後の院内調査の在り方と方法に関する研究」（2011–2012

年度）
6. 厚生労働省「多職種協働によるチーム医療の推進事業」（2013，2014年度）
7. 全日病総研事業「手術業務及び薬剤業務における多職種間の連携を担保する業務プロセス
の再構築によるリスク軽減と評価方法の確立と質保証に基づく安全確保に関する研究」
（2013・2014・2015年度）

本書第 1版出版後も，練馬総合病院及び全日本病院協会主催の講習会を改善しつつ継続し
た．また，全日病総研の研究費事業を下記のように継続受託して実施した．

8. 全日病総研の研究費事業「手術業務及び薬剤業務における多職種間の連携を担保する業務
プロセスの再構築によるリスク軽減と評価方法の確立と質保証に基づく安全確保に関する
研究」（2016–2017年度）を実施した．

この研究成果を，2017年に『業務フローモデルを用いた手術室業務の質保証―腹腔鏡下胆
嚢摘出術の安全確保―』（篠原出版新社），『業務フローモデルを用いた薬剤業務の質保証―入
院注射業務の比較・検討―』（篠原出版新社）として出版し，2018年に，『業務フローモデル
を用いた手術室業務の質保証 2―腹腔鏡下胆嚢摘出術・幽門側胃切除術・緊急帝王切開術を例
として―』（篠原出版新社），『業務フローモデルを用いた薬剤業務の質保証 2―入院注射業務
の比較・検討（第 2報）―』（篠原出版新社）として出版した．
本書第 1版出版時と現在とは種々の状況や考え方の変化があった．すなわち，業務フロー
モデルの記法の考え方，用語の使い方等である．基本的事項に大きな変化はない．
本改訂に合わせて，アクティビティ図を再度，見直し，改訂・修正した．また，解説も理解

しやすいように修正追記した．
本書の出版に当たっては，練馬総合病院の職員の協力，特に，金内幸子，小谷野圭子両氏の

業務における業務フロー図作成と改訂，職員の指導に感謝したい．また，共著者をはじめとす
る，全日本病院協会医療の質向上委員会委員および協力者に感謝申し上げる．
本書を参考に，それぞれの病院の個別の業務フロー図を記述し，業務改善，業務革新に活用

していただきたい．
2021年 2月

公益財団法人東京都医療保健協会 練馬総合病院 理事長
医療の質向上研究所 所長

飯 田 修 平
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